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 【はじめに】                                       
一宮市地域防災計画に定められた要配慮者利用施設の施設管理者等は、水防法に基づき、避難確
保計画を作成し、避難訓練を実施する必要があります。
地域防災計画には、洪水または高潮による浸水の深さが 50cm以上と想定される地域が掲載され

ており、浸水想定区域の詳細は、一宮市が公表する「洪水ハザードマップ」および「高潮ハザード
マップ」により確認することができます。 

【洪水ハザードマップ】           【高潮ハザードマップ】 



 【作業の概略】                                      
① 一宮市ウェブページ「要配慮者利用施設における避難確保計画の作成について」（ページ ID：
1020886）にあるファイル「避難確保計画の作成が必要な施設の一覧」を確認します。 

② 一覧に掲載されている施設について、以下の各ケースに即して作業を進めます。 

ケース１ 避難確保計画を作成済みである 
1-1. 作成済みの避難確保計画を確認する。 
洪水ハザードマップや高潮ハザードマップを確認し、想定されている浸水の深さを確認する。 

1-2. 必要に応じて内容を変更する。 
（例）施設の２階へ垂直避難する計画だったが、浸水の深さが「3.0～5.0m 未満」となっているた
め、避難先を施設の 3階に変更する、または緊急避難場所への水平避難に変更する。 
※【計画作成編】ｐ9様式４（避難誘導）を参照 

 内容に変更がない場合は、作業は終了です。 
1-3. 変更した避難確保計画を、一宮市危機管理課へ提出する。 

ケース２ 避難確保計画を作成していない 
2-1. 【計画作成編】を参照し、避難確保計画を作成する。 
2-2. 作成した避難確保計画を、一宮市危機管理課へ提出する。 
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【計画準備編】 
 ① 施設周辺のリスクを知る                                                              
施設が浸水想定区域内に位置しているか、浸水の深さはどの程度かを、ハザードマップで確認し
てください。 
※一宮市ウェブページ「要配慮者利用施設における避難確保計画の作成について」（ページ
ID：1020886）にあるファイル「避難確保計画の作成が必要な施設の一覧」で、対象となる
災害を確認することができます。 
一宮市ウェブページ「洪水ハザードマップ」（ページ ID：1038044） 
一宮市ウェブページ「高潮ハザードマップ」（ページ ID：1055074） 
一宮市地図情報サイト １３８マップ（洪水ハザードマップ、高潮ハザードマップ）
（https://www.sonicweb-asp.jp/ichinomiya）
本庁舎、尾西庁舎、木曽川庁舎および各出張所でも、ハザードマップを配付しています。 

 ② 避難の方法を考える                                   
避難の方法には、安全な避難場所に早めに移動する「立ち退き避難（水平避難）」と、建物の上階

に移動する「垂直避難」などがあります。状況に応じた避難ができるように、複数の避難方法を考
えておきましょう。 

 ③ 避難場所を選ぶ                                   
避難場所は災害から身を守るため緊急的に避難する施設です。ハザードマップなどに掲載されて

いる避難場所を参考にしてください。 
一宮市ウェブページ「避難場所・避難所」（ページ ID：1000600） 

※指定緊急避難場所でない場所へ避難する場合、あらかじめその場所の管理者等と話し合い、
協力関係を作っておくことが重要です。 
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 ④ 避難に関わる気象情報・避難情報を得る
気象情報や避難情報等を入手し、避難の判断ができるようにしましょう。 

あんしん・防災ねっと 
（市ウェブページ ID：1000571） 
河川等水位情報 
（https://ichinomiya.keikai.jp/map3/9/1） 
国土交通省 川の防災情報 
（https://www.river.go.jp） 
愛知県 川の防災情報 
（https://www.kasen-aichi.jp） 
Yahoo!防災速報（アプリ） 
（https://emg.yahoo.co.jp） 



計画作成編 表紙

1. 市または国土交通省のウェブページから様式をダウンロードします。

2. 施設名を記入し「対象災害選択シート」を開きます。

3. 計画の対象となる災害の項目について、〇を選択します。
一宮市では、すべての施設で「洪水」が対象となり、
一部「高潮」も対象となる施設があります。

4. 自衛水防組織を設置している場合は、〇を選択します。

同じ敷地に複数の事業所があり、緊急時の防災体制（避難誘導等）も
同じ場合は、１つの避難確保計画として作成することができます。
その場合は、施設名には該当するすべての施設を併記してください。

同じ敷地の施設の計画は、１つにまとめることができます

一宮市ウェブサイト【ページID1020886】
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計画作成編 目次

作業シートをスクロールすると目次を入力する部分となります。
表内を右表（グレー部分）の記載例からコピーします。
自衛水防組織の有無によって、該当する表が異なります。
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計画作成編 様式１（計画の目的等）

記載例を参考に、ピンク色の部分を記入していきます。
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1. 気象庁等から発表される情報や、市から発令される避難情報等を参考に、
施設の防災体制について記入してください。

2. 施設の対象となる災害に高潮も該当する場合は、
「高潮」の表にも記入してください。

計画作成編 様式２（防災体制）
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洪水注意報・氾濫注意情報 → レベル２注意体制確立

洪水警報・氾濫警戒情報・高齢者等避難 → レベル３警戒体制確立

氾濫危険情報・避難指示 → レベル４非常体制確立

高潮注意報 → レベル２注意体制確立

高潮警報・高齢者等避難 → レベル３警戒体制確立

高潮特別警報・避難指示 → レベル４非常体制確立



計画作成編 様式３（情報収集・伝達）

気象庁のウェブサイトや、県・国の「川の防災情報」等で、情報を確認できるようにしましょう。
※【計画準備編】p2 「④避難に関わる気象情報・避難情報を得る」を参照
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計画作成編 様式４（避難誘導）

屋内安全確保（垂直避難）の場合、想定されている
浸水深より上階を避難階として記入します。
※想定されている浸水深より高い階がない場合は、
立ち退き避難（水平避難）する場所（緊急避難場所等）
を記入します。

洪水（※）や高潮の浸水想定区域や浸水深を確認し、
作成済みの計画の避難場所等が安全か確認する必要が
あります。
※想定最大規模（1000年に1度程度の大雨による洪水）

避難確保計画が作成されている場合も浸水深を確認
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施設に整備してある設備・備蓄品等の情報を記入します。

計画作成編 様式５（設備や備蓄品等）
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利用者等に対する本計画の周知や防災教育、防災訓練等を実施する時期について記入します。

計画作成編 様式６（防災教育及び訓練の実施に関する事項）
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※自衛水防組織を設置しない場合は提出不要です。

計画作成編 様式７（自衛水防組織の業務に関する事項）・別表１・別表２
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計画作成編 様式８～１２ 提出不要

緊急連絡先や防災体制における担当者名等を記入します。
※個人情報にあたるため、市へ提出する必要はありません。
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計画作成編 別紙１（避難先までの避難経路図）

施設から緊急避難場所等までの経路や、避難方法（徒歩・自動車の別等）、避難にかかる時間等を記入します。
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計画作成編 別紙２（施設建物内の避難経路図）

施設建物内の避難経路図を記入します。
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